
 

新・医療総合保険 保険約款改定のお知らせ 
 
アメリカンホーム医療・損害保険株式会社では、2026年 11月 1日を改定日として、以下のとおり保険

約款を改定します。今回の改定に関し、お客さまにお手続きいただくことはありません。また、補償内容
および保険料の変更もありません。なお、本改定は新・医療総合保険にご加入のお客さまのうち、「１．改
定対象となる保険種目と特約」に記載の特約がついている場合のみ対象となります。 
 
１．改定対象となる保険種目と特約 

保険種目 特約名称 

新・医療総合保険 

通院療養保険金支払特約 
退院療養一時金支払特約 
６疾病通院療養保険金支払特約 
６疾病退院療養一時金支払特約 
６疾病診断入院給付金支払特約 

 
２．改定日 2026年 11月 1日 
ご契約の保険期間開始日にかかわらず、2026年 11月 1日より改定後の保険約款が適用されます。 

 
３．改定の内容 
（１）概要 

「１．改定対象となる保険種目と特約」の「１入院の取扱い」の規定における「１入院」とは、所定日
数以上継続した１回の入院を意図しているものであり、当該意図が明確になるよう一部条項を削除する
とともに、継続入院であることがわかりやすくなるよう文言の追加・変更を行います。 
 

対象特約 対象条項 約款集掲載ページ 
通院療養保険金支払特約 ・第３条（通院療養保険金の支払） 37ページ 

・第５条（支払限度日数） 38ページ 
・第７条（１入院の取扱い） 39ページ 

退院療養一時金支払特約 ・第３条（退院療養一時金の支払） 41ページ 
・第６条（１入院の取扱い） 42ページ 

６疾病通院療養保険金支払特約 ・第３条（６疾病通院療養保険金の支払） 96ページ 
・第５条（支払限度日数） 96ページ 
・第７条（１入院の取扱い） 97ページ 

６疾病退院療養一時金支払特約 ・第３条（６疾病退院療養一時金の支払） 99ページ 
・第６条（１入院の取扱い） 100ページ 

６疾病診断入院給付金支払特約 ・第６条（１入院の取扱い） 104ページ 
 

（２）具体的な改定内容 
通院療養保険金支払特約および退院療養一時金支払特約の具体的な改定内容は次ページ以降の表のと

おりです。6疾病通院療養保険金支払特約については通院療養保険金支払特約、６疾病退院療養一時金支
払特約および 6 疾病診断入院給付金支払特約については退院療養一時金支払特約と同様の改定を行いま
す。 



 

改定前（2026年 10月 31日以前） 改定後（2026年 11月 1日以降） 
通院療養保険金支払特約 

 
＜略＞ 

 
第３条（通院療養保険金の支払） 
（１）アメリカンホーム保険会社は、補償対象者が身体
障害をこうむったことを直接の原因としてその治療の
ために入院し、次の①～③の条件をすべて満たす場合
には、支払対象期間における通院に対し、保険金を補
償対象者に支払います。ただし、平常の業務に従事す
ることまたは平常の生活に支障がない程度に身体障害
がなおった時以後の通院に対しては、保険金を支払い
ません。 
① 保険期間中に開始した入院であること。 
② １入院が保険証券に書かれている入院日数以上で
あり、かつ、入院保険金支払特約第３条（入院保険
金の支払）・入院療養一時金支払特約第３条（入院療
養一時金の支払）の規定により入院保険金もしくは
入院療養一時金が支払われること。 

③ ②の入院が終了した後、その身体障害の治療のた
めに通院したこと。 

 
＜略＞ 

 
第５条（支払限度日数） 

第３条（通院療養保険金の支払）の保険金を支払う
日数は、次の①・②の日数を限度とします。 
① １入院あたりの支払限度については、保険証券に
書かれている支払限度日数 

② 保険期間（注）中の通院の支払限度については、
保険証券に書かれている通算支払限度日数 

（注）この保険契約が継続契約である場合には、この
保険契約が継続されてきた各保険契約の保険期間を
含みます。 

 
＜略＞ 

 
第７条（１入院の取扱い） 
（１）次の①～⑤の少なくとも１つにあてはまる場合は、
１入院とみなします。 
① 転入院した場合。ただし、その転入院が保険期間
（注）中に開始した場合に限ります。 

通院療養保険金支払特約 
 

＜略＞ 
 
第３条（通院療養保険金の支払） 
（１）アメリカンホーム保険会社は、補償対象者が身体
障害をこうむったことを直接の原因としてその治療の
ために入院し、次の①～③の条件をすべて満たす場合
には、支払対象期間における通院に対し、保険金を補
償対象者に支払います。ただし、平常の業務に従事す
ることまたは平常の生活に支障がない程度に身体障害
がなおった時以後の通院に対しては、保険金を支払い
ません。 
① 保険期間中に開始した入院であること。 
② １入院が保険証券に書かれている入院日数以上継
続し、かつ、入院保険金支払特約第３条（入院保険
金の支払）・入院療養一時金支払特約第３条（入院療
養一時金の支払）の規定により入院保険金もしくは
入院療養一時金が支払われること。 

③ ②の入院が終了した後、その身体障害の治療のた
めに通院したこと。 

 
＜略＞ 

 
第５条（支払限度日数） 

第３条（通院療養保険金の支払）の保険金を支払う
日数は、次の①・②の日数を限度とします。 
① 継続した１入院あたりの支払限度については、保
険証券に書かれている支払限度日数 
② 保険期間（注）中の通院の支払限度については、
保険証券に書かれている通算支払限度日数 

（注）この保険契約が継続契約である場合には、この
保険契約が継続されてきた各保険契約の保険期間を
含みます。 

 
＜略＞ 

 
第７条（１入院の取扱い） 

次の①～④の少なくとも１つにあてはまる場合は、
継続した１入院とみなします。 
① 転入院した場合。ただし、その転入院が保険期間
（注）中に開始した場合に限ります。 



 

② 補償対象者がケガをこうむった場合において、そ
のケガの治療のための入院が終了した後、そのケガ
の原因となった事故によりこうむった他のケガを原
因として入院したとき。 

③ 補償対象者が病気をこうむった場合において、そ
の病気の治療のための入院を開始した時に他の病気
を併発していたとき。 

④ 補償対象者が病気をこうむった場合において、そ
の病気の治療のための入院期間中に新たに他の病気
をこうむったとき。 

⑤ 補償対象者が病気をこうむった場合において、そ
の病気の治療のための入院が終了した後、他の病気
の治療のために入院し、かつ、それぞれの入院の直
接の原因となった病気が同じまたは医学上重要な関
係があると補償対象者以外の医師が認めたとき。 

（注）この保険契約が継続契約である場合には、この
保険契約が継続されてきた各保険契約の保険期間を
含みます。 

（２）（１）の規定にかかわらず、身体障害の治療のため
入院した場合で、その入院が終了した日からその日を
含めて 180日を経過した日の翌日以後に再びその身体
障害に関する入院治療が必要となったときは、それぞ
れの入院を別々の１入院とみなします。 

 
＜略＞ 

 

② 補償対象者がケガをこうむった場合において、そ
のケガの治療のための入院が終了した後、そのケガ
の原因となった事故によりこうむった他のケガを原
因として退院することなく引き続き入院したとき。 

③ 補償対象者が病気をこうむった場合において、そ
の病気の治療のための入院を開始した時に他の病気
を併発していたとき。 

④ 補償対象者が病気をこうむった場合において、そ
の病気の治療のための入院期間中に新たに他の病気
をこうむったとき。 

 
 
 
 
 
（注）この保険契約が継続契約である場合には、この
保険契約が継続されてきた各保険契約の保険期間を
含みます。 

 
 
 
 
 
 

＜略＞ 
 

退院療養一時金支払特約 

 

＜略＞ 

 

第３条（退院療養一時金の支払） 

（１）アメリカンホーム保険会社は、補償対象者が身体
障害をこうむったことを直接の原因として、その治療
のために入院し、次の①～③の条件をすべて満たす場
合には、退院療養一時金額を保険金として補償対象者
に支払います。ただし、１入院につき、保険期間（注）
を通じ、１回の支払に限ります。 

① 保険期間中に開始した入院であること 

② １入院が保険証券に書かれている入院日数以上で
あり、かつ、入院保険金支払特約第３条（入院保険
金の支払）・入院療養一時金支払特約第３条（入院療
養一時金の支払）の規定により入院保険金もしくは
入院療養一時金が支払われること。 

退院療養一時金支払特約 

 

＜略＞ 

 

第３条（退院療養一時金の支払） 

（１）アメリカンホーム保険会社は、補償対象者が身体
障害をこうむったことを直接の原因として、その治療
のために入院し、次の①～③の条件をすべて満たす場
合には、退院療養一時金額を保険金として補償対象者
に支払います。ただし、継続した１入院につき、１回の
支払に限ります。 

① 保険期間中に開始した入院であること 

② １入院が保険証券に書かれている入院日数以上継
続し、かつ、入院保険金支払特約第３条（入院保険
金の支払）・入院療養一時金支払特約第３条（入院療
養一時金の支払）の規定により入院保険金もしくは
入院療養一時金が支払われること。 



 

③ 保険期間中に生存している状態で退院しているこ
と 

（注）この保険契約が継続契約である場合には、この
保険契約が継続されてきた各保険契約の保険期間を
含みます。 

 

＜略＞ 

 

第６条（１入院の取扱い） 

（１）次の①～⑤の少なくとも１つにあてはまる場合は、
１入院とみなします。 

① 転入院した場合。ただし、その転入院が保険期間
（注）中に開始した場合に限ります。 

② 補償対象者がケガをこうむった場合において、そ
のケガの治療のための入院が終了した後、そのケガ
の原因となった事故によりこうむった他のケガを原
因として入院したとき。 

③ 補償対象者が病気をこうむった場合において、そ
の病気の治療のための入院を開始した時に他の病気
を併発していたとき。 

④ 補償対象者が病気をこうむった場合において、そ
の病気の治療のための入院期間中に新たに他の病気
をこうむったとき。 

⑤ 補償対象者が病気をこうむった場合において、そ
の病気の治療のための入院が終了した後、他の病気
の治療のために入院し、かつ、それぞれの入院の直
接の原因となった病気が同じまたは医学上重要な関
係があると補償対象者以外の医師が認めたとき。 

（注）この保険契約が継続契約である場合には、この
保険契約が継続されてきた各保険契約の保険期間を
含みます。 

（２）（１）の規定にかかわらず、身体障害の治療のため
入院した場合で、その入院が終了した日からその日を
含めて 180日を経過した日の翌日以後に再びその身体
障害に関する入院治療が必要となったときは、それぞ
れの入院を別々の１入院とみなします。 

 

③ 保険期間中に生存している状態で退院しているこ
と 

 

 

 

 

＜略＞ 

 

第６条（１入院の取扱い） 

次の①～④の少なくとも１つにあてはまる場合は、
継続した１入院とみなします。 

① 転入院した場合。ただし、その転入院が保険期間
（注）中に開始した場合に限ります。 

② 補償対象者がケガをこうむった場合において、そ
のケガの治療のための入院が終了した後、そのケガ
の原因となった事故によりこうむった他のケガを原
因として退院することなく引き続き入院したとき。 

③ 補償対象者が病気をこうむった場合において、そ
の病気の治療のための入院を開始した時に他の病気
を併発していたとき。 

④ 補償対象者が病気をこうむった場合において、そ
の病気の治療のための入院期間中に新たに他の病気
をこうむったとき。 

 

 

 

 

 

（注）この保険契約が継続契約である場合には、この
保険契約が継続されてきた各保険契約の保険期間を
含みます。 

 
（３）保険金請求についてのご確認のお願い 

過去に入院保険金または６疾病入院保険金のお支払いを受けたお客さまで、当該入院中に治療された傷
病に関する通院や再入院などがあり、まだ当社にご申告やご請求をいただいていない場合、保険金をお支
払いできる可能性があります。入院後の通院や再入院についてご請求されていない場合には下記「保険金
請求受付センター」へご連絡くださいますようお願いいたします。 



 

 
保険金請求受付センター 

0120－50－8955（通話料無料）  受付時間：24時間 365日（年中無休） 
 

 
●ご不明点につきましては、『ご契約者様サービスセンター』までお気軽にお問い合わせください。 

 

ご契約者様サービスセンター 
0120－861－861（通話料無料）  受付時間：9:00～17:00 （土日・祝日および年末年始を除く） 
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